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計算の途中経過も含めて丁寧に綺麗に書くこと．答えのみの答案や書き散らしたような答案は採点しない．

極大値、極小値の求め方：

(1)　関数f(x)を微分する。

(2)  f’(x)=0となるxの値aを求める。

(3)  f’’(x)にaを代入し、そのときの符号を調べる。正：極小値、負：極大値

(4)  aを元の関数f(x)に代入し、極値を計算する。

上記の手順を物理の問題に適用すれば、系（システム）の最大値、最小値が得られる。

問題1.

平面上において定直線gの一方の点Aから速度Uで進み、直線g上の点Pを通過した後は速度Vで反対側の点Bまで進む場合、最小の時間でAからBに行く場合、
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でなければならないことを証明せよ（30点）

解答は裏面に記載せよ。

ヒント：
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問題2.

地上hの高さの位置から初速度Voで物体を投げて、なるべく遠くに落ちるようにするには、投げ出すときの角度αをどのようにすればよいか示せ。

（1） 軌道の方程式を示せ　　　　　（20点）
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（2）（1）を用いてyの式からtを消去せよ
　



（20点）

(3) 極値を計算し、最大到達距離xおよび、そのときの角度αを求めよ。　　　　　　　（20点）

ヒント: y=0におけるxをαのパラメータとして表し、その最大値を求める。

式は
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の形になる。

(4) 高さh=0のときは、αは何度になるか示しなさい。
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